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『このくらいは・・・だいじょうぶだろう』
過信と油断は、事故のもと

『かもしれない』･･･を習慣にして
『事故ゼロ』に

アイスバーン スピードダウンと車間距離
急ブレーキ、急ハンドルは禁物 慌てず焦らず走行しましょう

忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

《作業中、足を滑らせ、『転倒』に注意しましょう》

前を走るトラック荷台から
産業廃棄物？の“板”が落下
◇積載物の飛散防止・スペアタイヤの落下防止◇
◇「荷締め」を確実に行い、「何度も」確認しましょう◇

◇「近くへ移動するだけだから、この位はいいだろう」、これは、絶対に危険！◇
２０２４／０２／２１

首都高を走行中の車のドライブレコーダーの映像です。車線変更をしてきたトラックには産業廃棄物でしょう
か、荷物が乱雑に積まれています。後ろを走る乗用車の運転手が「落下するかもしれない」と思って車間距離を
とった次の瞬間、案の定、板のような物が落ちてきました。運転手はスピードを大きく落として通り過ぎ、事故
には至りませんでした。運転していた男性は、「なんとか踏んで、そのまま通り過ぎたんですけど。通常の速度
であれば、多分避けられないので、非常に怖いと思います」。

タンクローリーが軽乗用車に追突
マイクロバスなど5台絡む事故

軽乗用車の1人けが
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２４／２／２１（水）
２１日昼１２時１５分ごろ、兵庫県のの阪神高速でタンクローリーが軽自動車に追突し、マイクロバスなど３台にも

絡んだとみられていて、警察と消防によりますと、軽自動車の運転手がけがをしていますが、命に別状はないと
いうことです。この影響で通行止めとなっています。

午前6時すぎ 酒気帯び運転 対向車線にはみ出し
対向の乗用車と正面衝突

全治約4週間のけがをさせた疑い、会社員の男を逮捕
警察は危険運転傷害の疑いも視野に捜査
◇「残酒」・・・「昨日の酒」が残っているかもしれない◇
◇飲酒運転で、「捕まった者、事故を起こした者」は、◇

◇「自分だけは捕まらない、事故を起こさない」と思っていた◇
２０２４／０２／２１

１８日午前６時２２分頃、新潟県の片側１車線の国道で、酒気を帯びた状態で軽乗用車を運転。センターラインをは
み出して、反対車線を走っていた乗用車と正面衝突する事故を起こし、乗用車を運転していた男性（５０代）に頚
椎捻挫など全治約４週間のけがをさせた疑いで、会社員の男（２５）が逮捕されました。事故の後、本人も顔や頭
にけがをして病院へ搬送されていました。警察の調べに対し、男は容疑を認めているということです。警察は危
険運転傷害の疑いも視野に捜査を進めています。


